
平
成
二
十
二
年
四
月
二
日
受
領

答

弁

第

三

〇

七

号

内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
〇
七
号

平
成
二
十
二
年
四
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由

紀

夫

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
宮
本
岳
志
君
提
出
経
済
的
理
由
で
授
業
料
を
滞
納
し
て
い
る
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
宮
本
岳
志
君
提
出
経
済
的
理
由
で
授
業
料
を
滞
納
し
て
い
る
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
事
実
関
係
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
等
か
ら
、
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
は
差
し
控
え

る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
大
学
は
、
学
則
に
基
づ
き
、
授
業
料
等
が
納
付
さ
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
退
学
の
措
置
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
当
該
措
置
を
受
け
た
学
生
は
全
課
程
を
修
了
し
た
と
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
卒
業
証
書

を
授
与
し
な
い
と
し
て
も
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
七
十
三
条
で
準
用
す
る

同
規
則
第
五
十
八
条
の
規
定
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

一
の
�
、
二
及
び
四
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
学
生
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
各
大
学

に
お
い
て
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
お
尋
ね
の
「
無
利
子
の
貸
付
制
度
、
あ
る
い
は
緊
急

の
免
除
制
度
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
各
大
学
が
実
施
す
る

授
業
料
の
減
免
措
置
や
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
の
無
利
子
貸
与
事
業
等
の
充
実
を
通
じ
て
、
学
生
の

一



経
済
的
支
援
に
努
め
て
お
り
、
ま
た
、
各
大
学
に
対
し
、
授
業
料
の
減
免
措
置
等
の
具
体
的
内
容
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
、

学
生
や
保
護
者
へ
の
周
知
を
図
る
よ
う
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
が
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
日
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
年
度
中
に
経

済
的
理
由
に
よ
り
大
学
を
中
途
退
学
し
た
者
の
数
は
、
七
千
七
百
十
一
人
で
あ
る
。

二


